
 

第 1 回 九州在宅医療推進フォーラム  

地域で支える在宅医療システム 

 

九州８県の在宅医療を推進する団体及び市民が集い、在宅医療の現状と課題を議論するフォーラムを 

開催いたします。各県にて活躍されている多職種の方々をお招きし、活発な議論が展開されることを期 

待します。皆様のご参加を賜りますよう心よりお待ち申し上げます。 

 

日 時：2010 年 10 月 31 日（日） 11 時 00 分～16 時 30 分 

（第一部）11 時 00 分～12 時 30 分  

（第二部）13 時 30 分～16 時 30 分 

場 所：福岡国際会議場 ５０２/５０３会議室（福岡市、300 名収容） 

共 催：一般社団法人全国在宅療養支援診療所連絡会（九州ブロック） 

福岡県訪問看護ステーション連絡協議会 佐賀県訪問看護ステーション連絡協議会   長崎県

訪問看護ステーション連絡協議会 熊本県訪問看護ステーション連絡協議会 鹿児島県訪問看護

ステーション連絡協議会 宮崎県訪問看護ステーション連絡協議会（予定） 大分県訪問看護ス

テーション連絡協議会  公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団 

参加費：無料 （事前参加登録不要） 

後援依頼予定団体：福岡県医師会 佐賀県県医師会 長崎県医師会 熊本県医師会 鹿児島県医師会 宮

崎県医師会 大分県医師会  福岡県 

 

 

＜プログラム＞ 

（第一部）11 時 00 分～12 時 30 分  

座長 二ノ坂保喜（全国在宅療養支援診療所連絡会九州ブロック会長） 

基調講演：『今、なぜ、在宅医療が必要か』 

講   師：和田忠志氏 （医療法人財団千葉健愛会理事長） 

（第二部）13 時 30 分～16 時 30 分  

座長 中野一司（全国在宅療養支援診療所連絡会九州ブロック事務局長） 

記念シンポジウム 各地域の在宅医療に対する取り組みについて 

シンポジスト 九州８県で在宅医療に精力的に携わる医師・看護師の方々にご発表いた

だきます。 

 

＜お問い合わせ＞ 

九州在宅医療推進フォーラム 実行委員会事務局 

ナカノ在宅医療クリニック   099-218-3300 担当/中野 一司 

                 nakano@nakanozaitaku.or.jp 

 

 



 

第 1回 九州在宅医療推進フォーラム（全国在宅療養支援診療所連絡会九州ブロック設立総会） 

 

第 1 部 １１：００～１２：３０ 

全国在宅療養支援診療所連絡会九州ブロック設立総会 

（１１：００～１１：２０） 

 一般社団法人全国在宅療養支援診療所連絡会と九州ブロック会の設立経過について 

         中野 一司 （九州ブロック事務局長） 

（１１：２０～１１：３０） 

 九州ブロック会長挨拶 

         二ノ坂 保喜（九州ブロック会長）  

（１１：３０～１２：３０） 

 座長 二ノ坂 保喜（全国在宅療養支援診療所連絡会九州ブロック会長） 

基調講演：『今、なぜ、在宅医療が必要か』 

講   師：和田忠志氏 （医療法人財団千葉健愛会理事長） 

 

第 2 部  １３：３０～１６：３０  

   記念シンポジウム ー 地域で支える在宅医療システム 

 座長 中野 一司 （全国在宅療養支援診療所連絡会九州ブロック事務局長） 

 

（１３：３０～１５：００） 各シンポジスト 15 分（質疑応答を含む） 

１、二ノ坂 保喜（にのさかクリニック、福岡） 

２、白髭 豊（白髭内科医院、長崎） 

  「在宅緩和ケアネットワークの構築～長崎での取り組み～」 

３、田島 和周（田島医院、熊本） 

  「熊本在宅ドクターネットのとりくみについて」 

４、外山 博一（外山内科神経内科医院、宮崎） 

  「宮崎の在宅医療について」  

５、山岡 憲夫（やまおか在宅クリニック、大分） 

  「大分市（県）全体をホスピスにー在宅末期医療の推進をー」 

６、鐘ヶ江 寿美子（ひらまつ病院、佐賀） 

 「佐賀中部の在宅医療について」  

 

 

（１５：１０～1５：５５） 各シンポジスト 15 分（質疑応答を含む） 

 （各訪問看護ステーションの活動） 

７、泊 奈津美（ナカノ訪問看護ステーション所長、鹿児島） 

８、上野 幸子(佐賀県看護協会訪問看護ステーション） 

９、松島 由美（訪問看護ステーション鳴見 所長、長崎県訪問看護ステーション連絡協議会 副会長） 

 

（１６：００～１６：３０） 総合討論 


